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最
近
、
物
覚
え

が
悪
い
。
昔
か
ら

記
憶
力
は
良
い
方

で
は
な
く
テ
ス
ト

で
も
苦
労
し
た
。

今
の
医
学
生
が
覚
え
る
こ
と

は
、
以
前
に
比
べ
膨
大
で
可
哀

相
と
す
ら
思
う
▼
さ
て
、
人
工

知
能
（
以
下
Ａ
Ｉ
）
が
囲
碁
の

ト
ッ
プ
棋
士
に
勝
利
し
た
。
デ

ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
斬

新
な
解
析
手
法
を
利
用
し
て
い

る
。
人
間
が
特
徴
を
入
力
す
る

の
で
は
な
く
、
膨
大
な
デ
ー
タ

か
ら
Ａ
Ｉ
が
特
徴
を
抽
出
し
自

己
学
習
す
る
▼
医
学
の
世
界
で

も
、
約
２
千
万
件
の
医
学
論
文

を
学
習
し
た
Ａ
Ｉ
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

の
ワ
ト
ソ
ン
）
が
、
難
治
白
血

病
患
者
の
遺
伝
子
を
10
分
で
分

析
し
、
治
療
法
の
変
更
を
提
案

し
奏
功
し
た
▼
自
治
医
大
で

は
、
８
千
万
件
の
診
療
情
報

を
、
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
「
ホ

ワ
イ
ト
・
ジ
ャ
ッ
ク
」
に
収
集

・
統
合
し
疾
患
確
率
を
計
算
さ

せ
、
検
査
・
処
方
リ
ス
ト
も
表

示
す
る
▼
病
名
推
理
番
組
「
総

合
診
療
医
ド
ク
タ
ー
Ｇ
」
で
も

Ａ
Ｉ
が
瞬
時
に
正
解
す
る
だ
ろ

う
。
す
で
に
ワ
ト
ソ
ン
は
米
国

の
ク
イ
ズ
番
組
で
優
勝
し
た
▼

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
、
顕
微
鏡
写
真

な
ど
に
よ
る
が
ん
の
発
見
は
Ａ

Ｉ
の
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ

だ
。
桁
違
い
の
画
像
情
報
と
そ

の
結
果
だ
け
を
与
え
、
24
時
間

３
６
５
日
自
己
学
習
さ
せ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
医
師
の
経
験
症
例
数

程
度
は
、
瞬
時
に
処
理
し
て
し

ま
う
▼
Ａ
Ｉ
の
時
代
を
迎
え
、

医
師
に
単
純
な
記
憶
力
は
重
要

だ
ろ
う
か
。
診
断
学
の
勝
負
の

行
方
は
分
か
っ
て
い
る
。
外
科

的
手
技
は
ま
だ
先
か
も
し
れ
な

い
が
、
内
科
的
治
療
学
も
い
ず

れ
敗
北
す
る
だ
ろ
う
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
特
性
を
強
化
す
べ

き
か
。
Ａ
Ｉ
の
発
展
は
、
医
師

に
必
要
な
資
質
を
再
考
す
る
機

会
に
な
る
か
も
し
れ
な
い （
空
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

会員意見実態調査結果②診療報酬改定（歯科）

主張　高額薬剤　まずは薬価算定方法にメスを

３面

２面

研
面
究 特別研究会より

蚊が媒介する感染症～特にジカ熱について ８面

市民に医療情報届けたい市民に医療情報届けたい
　

「
日
本
の
医
師
数
は
多
い
？
少
な
い
？
」
―

こ
ん
な
ク
イ
ズ
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
患
者
さ

ん
や
市
民
に
日
本
の
医
療
の
現
状
を
知
ら
せ
、

社
会
保
障
改
善
の
世
論
を
高
め
る
た
め
、
協
会

は
10
月
か
ら
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
と
ラ
ジ

オ
関
西
番
組
の
二
つ
の
企
画
を
開
始
す
る
。
景

品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
、
医
療
に
関
す
る
ク

イ
ズ
に
答
え
る
と
、
抽
選
で
兵
庫
県
の
グ
ル
メ

景
品
が
当
た
る
も
の
。
待
合
室
な
ど
で
患
者
さ

ん
に
配
布
し
て
い
た
だ
き
、
回
収
し
て
い
た
だ

く
方
式
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
医
療
機

関
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

２
０
０
５
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ

シ
。
今
回
は
「
日
本
の
医
師
数

は
多
い
の
？
少
な
い
の
？
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。

　

日
本
の
医
師
数
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
、
高

齢
化
に
よ
る
医
療
需
要
増
加
に

伴
っ
て
、
今
後
も
大
多
数
の
医

療
圏
で
不
足
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
政
府
は
、
地
域

30
通
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
会

員
に
は
、「
30
オ
ー
バ
ー
賞
」

と
し
て
、
２
万
円
の
旅
行
券
を

抽
選
で
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。

　

前
回
、
応
募
し
た
患
者
さ
ん

か
ら
は
、「
楽
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
」「
い
つ
も
楽
し

み
」「
患
者
負
担
が
軽
く
な
る

よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や

励
ま
し
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
取
り
組
ん
だ
会
員
か

ら
も
「
患
者
か
ら
も
職
員
か
ら

も
喜
ば
れ
る
」
と
大
好
評
。
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ

た
会
員
の
先
生
も
ぜ
ひ
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

医
療
構
想
に
基
づ
く
病
床

削
減
計
画
で
、
２
０
４
０

年
に
は
医
師
が
４
万
人
以

上
過
剰
に
な
る
と
い
う
推

計
を
発
表
し
、
医
師
数
の

抑
制
を
行
お
う
と
し
て
い

る
。
今
回
は
医
師
数
の
国

際
比
較
や
医
師
の
過
重
労

働
の
実
態
を
知
ら
せ
、
政

府
の
医
師
数
抑
制
政
策
の

問
題
点
を
知
ら
せ
る
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
１
０

０
名
に
抽
選
で
グ
ル
メ
景

品
が
あ
た
る
。
取
り
組
ん

だ
会
員
に
は
、
も
れ
な
く

図
書
カ
ー
ド
を
、
さ
ら
に

　

協
会
で
は
、
10
月
か
ら
11
月

末
ま
で
を
「
秋
の
組
織
強
化
月

間
」
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

多
く
の
先
生
に
協
会
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
（
９
／
20
現
在
会
員
数
７

３
０
０
人
）。

社
会
保
障
の

充
実
め
ざ
す

　

安
倍
政
権
が
す
す
め
る
社
会

保
障
改
悪
路
線
が
、
ま
す
ま
す

顕
著
で
す
。
来
年
度
の
厚
生
労

働
省
予
算
案
で
は
医
療
・
年
金

な
ど
の
自
然
増
６
４
０
０
億
円

を
５
０
０
０
億
円
ま
で
抑
制
す

る
方
針
で
す
。
後
期
高
齢
者
の

保
険
料
「
特
例
軽
減
」
の
打
ち

切
り
を
は
じ
め
、
介
護
で
は

「
要
支
援
１
・
２
」
の
訪
問
・

通
所
介
護
給
付
は
ず
し
な
ど
、

医
療
・
社
会
保
障
分
野
の
切
り

捨
て
が
す
す
み
、
患
者
負
担
の

増
大
と
と
も
に
受
診
抑
制
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　

協
会
で
は
、「
ス
ト
ッ
プ
！

患
者
負
担
増
」
の
患
者
署
名
行

動
に
取
り
組
み
、
社
会
保
障
の

充
実
を
め
ざ
す
保
険
医
協
会
の

役
割
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
市
民
向
け
ク

イ
ズ
チ
ラ
シ
や
ラ
ジ
オ
で
の
啓

蒙
活
動
を
通
じ
、
地
域
住
民
と

と
も
に
国
民
の
い
の
ち
、
健

康
、
く
ら
し
を
守
る
た
め
の
Ｐ

Ｒ
活
動
や
国
会
行
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

審
査
相
談
・
共
済
な
ど

先
生
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト
！

　

「
頼
り
に
な
り
、
役
に
立
つ

協
会
、
会
員
に
な
っ
て
得
を
す

る
協
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

保
険
請
求
、
新
規
６
カ
月
指
導

な
ど
審
査
・
指
導
や
減
点
相

談
、
税
務
・
労
務
相
談
、
診
療

に
関
す
る
各
種
研
究
会
、
ス
タ

ッ
フ
研
究
会
、
受
験
セ
ミ
ナ
ー

や
相
続
・
終
活
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

身
近
な
要
求
に
お
応
え
し
ま

す
。

ラ
ジ
オ
で
聴
い
て

「
医
療
知
ろ
う
！
」

　

二
つ
目
の
企
画
は
協
会
提
供

の
ラ
ジ
オ
番
組
「
寺
谷
一
紀

と
！
い
・
し
ょ
く
・
じ
ゅ

う
！
」
の
放
送
。
番
組
で
は

「
聴
く
医
療　

医
療
知
ろ
う
」

コ
ー
ナ
ー
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
の
寺
谷
氏
ら
と
一
緒
に
会

員
が
出
演
す
る
。
コ
ー
ナ
ー
は

２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
続
け
て

お
り
、
病
気
の
予
防
や
治
療
に

関
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
医
療

政
策
の
問
題
点
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
主
に
協

会
役
員
が
出
演
し
、
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
。

　

コ
ー
ナ
ー
の
放
送
期
間
は
10

月
６
日
か
ら
２
０
１
７
年
３
月

30
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
19

時
25
分
頃
か
ら

10
分
間
。
10
月

６
日
の
第
１
回

目
は
、
西
山
裕

康
理
事
長
が

「
患
者
負
担

増
」
に
つ
い
て

話
す
予
定
。

今号同封のポスター

お
知
り
合
い
の
先
生
に

　
　
　

ご
入
会
を
お
す
す
め
く
だ
さ
い

組織部長
宮武　博明

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
保
険
、
休

業
保
障
制
度
、
保
険
医
年
金
の

協
会
３
大
共
済
制
度
と
、
新
制

度
の
積
立
年
金
「
Ｄデ

フ

エ

ル

ｅ
ｆ
Ｌ
」

な
ど
で
先
生
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
あ
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。

　

病
院
勤
務
医
の
先
生
方
に

は
、
勤
務
医
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
等
の
資

料
配
布
を
行
い
、
医
局
で
の
説

明
会
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
を
企
画
し
て
い
き
ま

す
。

　

お
知
り
合
い
の
開
業
医
や
開

業
を
準
備
さ
れ
て
い
る
先
生
、

勤
務
医
の
先
生
、
ご
子
弟
に
ぜ

ひ
入
会
を
お
す
す
め
く
だ
さ

い
。
先
生
方
の
よ
り
一
層
の
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

1010
月
か
ら
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
・
ラ
ジ
オ
関
西
ス
タ
ー
ト
！

月
か
ら
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
・
ラ
ジ
オ
関
西
ス
タ
ー
ト
！

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
の
応
募
用
紙
。

裏
面
の
ヒ
ン
ト
を
読
む
と
日
本

の
医
師
数
の
実
態
が
わ
か
る

憲法・いのち・社会保障まもる

景品付きクイズチラシにご参加ください景品付きクイズチラシにご参加ください

ラジオ関西「医療知ろう！」ポスターを掲示してくださいラジオ関西「医療知ろう！」ポスターを掲示してください
10月20日（木）13時～（終了後パレード）　東京都・日比谷野外音楽堂
ゲスト　NPO法人ほっとプラス代表理事　藤田孝典さん

交通費等協会負担。お申し込み・お問い合わせは、
☎078－393－1807まで

スタッフ、ご家族もご参加ください！

10・20国民集会10・20国民集会

　クイズチラシは医療機関で配布し、回収していただく方式です（協会ウェブサイトからも応
募可能）。待合室等に応募用紙と回収ボックスを置いていただき、集まった応募用紙を協会に
郵送いただきます。ぜひ「クイズチラシグッズ」（クイズチラシ100枚兼応募用紙、ポスター、
回収ボックス、返信用封筒、すべて無料）をご注文いただき、ご協力ください。
　クイズチラシグッズのご注文は、月刊保団連10月号に同封の注文用紙にご記入いただきFAX
で申し込みいただくか、☎078－393－1807までご連絡ください。昨年度、ご参加いただいた会
員医療機関には、今年も引き続きクイズチラシグッズをお届けします。

　本紙４・５面がポスター（上参照）になっています。医療機関の待合室などに掲示し、患者
さんに知らせてください。また、出演ご希望の先生は、協会事務局☎078－393－1807までご連
絡ください。

10
月
〜
11
月
は
秋
の
組
織
強
化
月
間

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は「
医
師
数
」が
テ
ー
マ
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最
近
の
国
民

医
療
費
に
お
け

る
調
剤
薬
局
費

の
伸
び
は
著
し

く
、
そ
の
大
半

は
薬
剤
費
の
伸
び
で
あ
る
。

　

近
年
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
（
１

瓶
約
73
万
円
）、
ハ
ー
ボ
ニ

ー
（
１
錠
約
５
万
５
千
円
）

と
い
っ
た
「
超
」
高
額
医
薬

品
が
薬
価
収
載
さ
れ
、
適
応

患
者
全
て
に
投
与
さ
れ
れ

ば
、
単
剤
で
も
１
兆
円
を
超

え
る
薬
剤
費
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
薬
剤
は
今
後
も
次
々

と
上
市
が
予
定
さ
れ
る
が
、

薬
剤
費
の
急
激
な
上
昇
は
、

国
民
医
療
費
、
保
険
料
、
あ

る
い
は
診
療
報
酬
改
定
に
及

ぼ
す
影
響
も
少
な
く
な
い
。

ち
な
み
に
１
兆
円
あ
れ
ば
、

「
高
す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
る

市
町
村
国
保
加
入
者
の
保
険

　

北
阪
神
支
部
は
８
月
27
日
、

伊
丹
市
内
で
丹
波
焼
陶
芸
体
験

企
画
を
開
催
。
丹
波
焼
陶
工
の

上
中
稲
右
衛
門
氏
を
講
師
に
、

会
員
と
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
ら
９

人
が
参
加
し
た
。
か
わ
む
ら
歯

科
ス
タ
ッ
フ
の
ご
家
族
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
陶
芸
体
験
は
丹
波
焼

で
し
た
。
４
年
生
の
時
に
、
学

校
で
丹
波
焼
を
習
っ
た
の
で
、

す
ご
く
楽
し
み
で
し
た
。

　

初
め
に
、
先
生
が
見
本
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
れ

を
見
て
、
簡
単
そ
う
だ
っ
た
の

で
、
私
に
も
で
き
そ
う
と
思
い

ま
し
た
。
先
生
の
見
本
の
作
品

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
皿
、
お

酒
の
と
っ
く
り
も
あ
り
ま
し

た
。
私
は
何
を
作
ろ
う
か
な
と

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
私
は
煮

物
を
入
れ
る
お
皿
を
つ
く
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
、
ね
ん
土
を
持
っ
た

時
「
重
た
く
て
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て

い
る
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
は
ね
ん
土
を
上
手
に
積
み

上
げ
て
い
た
け
れ
ど
、
私
が
や

る
と
、
ど
ん
ど
ん
横
に
広
が

り
、
難
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
ろ
く
ろ
を
回
す
の
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。
私
の
弟
は
「
上

手
く
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
し

ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
た
け
れ
ど
、

先
生
が
「
機
械
で
作
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
ら
ね
。
指
の
跡
も
手

作
り
の
味
に
な
っ
て
い
い
ん
だ

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
が
作
品
を
丹
波
に
持
っ
て

帰
っ
て
焼
い
て
く
れ
ま
す
。
ど

ん
な
窯
で
焼
く
の
か

見
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
お
父

さ
ん
に
陶
芸
体
験
の

こ
と
を
話
し
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
も
や

っ
て
み
た
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
作
品
に
な
る
か
楽

し
み
で
す
。

【
伊
丹
市
・
か
わ
む

ら
歯
科
ス
タ
ッ
フ
家
族

田
中
結
衣
（
11
歳
）】

料
を
１
人
あ
た
り
２
万
５
千

円
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で

き
、
診
療
所
の
再
診
料
を
１

０
０
点
引
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

高
額
医
薬
品
が
公
的
医
療

費
に
及
ぼ
す
影
響
を
少
な
く

す
る
方
法
に
は
四
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
薬
価
を
下
げ
る
、

も
、
だ
れ
で
も
」
を
守
る
の

な
ら
３
番
目
は
慎
重
に
、
４

番
目
は
ぜ
ひ
と
も
避
け
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

画
期
的
な
新
薬
が
保
険
収

載
さ
れ
る
の
は
、
患
者
、
医

師
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
が
、
日
本
の
薬
価
算

定
方
法
に
は
以
前
か
ら
不
透

な
い
た
め
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
し
、
事
後
の
検
証
も
不

可
能
で
あ
る
。
一
部
報
道
で

は
、
承
認
審
査
を
所
管
業
務

と
す
る
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
：
厚
労

省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
）

の
担
当
者
が
「
日
本
発
の
薬

だ
か
ら
応
援
し
た
い
」
と
決

め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

新
薬
の
開
発
に
お
い
て

は
、
そ
の
相
談
段
階
か
ら
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
担
当
者
と
製
薬
企

業
の
二
人
三
脚
で
進
め
ら

れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
予
算
の
８
割

以
上
が
企
業
か
ら
の
拠
出
金

や
手
数
料
と
言
わ
れ
る
。

　

成
長
産
業
の
一
つ
と
し
て

国
内
製
薬
産
業
を
支
援
し
、

国
際
競
争
力
を
高
め
る
の
が

国
策
と
は
い
え
、
開
発
の
段

階
に
お
い
て
、
３
千
億
円
近

い
科
研
費
や
研
究
開
発
予
算

を
税
金
で
賄
い
、
さ
ら
に
数

十
億
円
単
位
の
研
究
開
発
減

税
を
受
け
、
新
薬
開
発
の
成

功
報
酬
と
し
て
不
透
明
な
高

薬
価
設
定
を
ど
う
考
え
る

か
。
製
薬
企
業
の
利
益
率
は

８
〜
15
％
を
推
移
し
、
他
企

業
よ
り
高
い
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
は
そ
の

財
政
難
か
ら
、
持
続
性
が
危

惧
さ
れ
、
患
者
負
担
の
増
加

が
計
画
・
実
行
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に

不
透
明
な
薬
価
決
定
で
参
入

し
、
高
い
利
益
を
上
げ
、
国

民
医
療
費
を
費
消
す
る
の
で

は
、
国
民
の
理
解
は
得
に
く

い
。

　

現
在
検
討
中
の
「
費
用
対

効
果
評
価
」
も
一
つ
の
方
法

で
は
あ
る
が
、
そ
の
前
に
公

正
で
透
明
な
薬
価
決
定
制
度

を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

　

小
牧
英
夫
協
会
顧
問
弁
護
士

ら
が
審
査
・
指
導
・
監
査
な
ど

開
業
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
「
保
険
診

療
法
制
研
究
会
」。
６
月
９
日

に
第
６
回
、
８
月
18
日
に
第
７

回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
西
山

裕
康
理
事
長
、
弁
護
士
ら
計
21

人
が
参
加
し
た
。
坂
本
知
可
弁

護
士
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

第
６
回
の
研
究
会
で
は
、
個

別
指
導
に
お
け
る
自
主
返
還
の

性
質
や
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

学
び
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
を

行
い
ま
し
た
。
自
主
返
還
に
は

①
指
導
の
本
来
の
目
的
（
保
険

診
療
制
度
に
関
す
る
事
項
の
周

知
徹
底
）
を
外
れ
る
点
と
、
②

カ
ル
テ
の
記
載
の
不
備
等
、
手

続
き
的
な
誤
り
が
あ
る
場
合
に

も
自
主
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
行
き
過
ぎ
で
あ
る
点
の
、

主
に
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

松
本
隆
行
弁
護
士
よ
り
、「
行

政
手
続
き
に
お
い
て
弁
護
士
の

援
助
を
受
け
る
権
利
」
に
つ
い

て
一
般
論
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
保
険
診
療
の
指
導
の
現
場

に
お
い
て
も
、
医
師
側
よ
り
権

利
と
し
て
主
張
で
き
な
い
か
検

討
を
加
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
７
回
の
研

究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

研
究
し
て
き
た
「
指

導
」
に
つ
い
て
、
意
見

書
と
い
う
形
に
ま
と
め

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

素
案
を
出
し
合
い
、
議

論
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
保
険
医
協
会
で
は

新
規
個
別
指
導
の
対
策

と
し
て
定
期
的
に
研
修

を
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
協
会
の
方
よ

り
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
を
使
い
な

が
ら
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
よ
り
充
実
し
た
指

導
に
関
す
る
意
見
書
を
完
成
さ

せ
る
べ
く
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
神
戸
あ
じ
さ
い
法
律
事
務
所

 

弁
護
士　

坂
本　

知
可
】

二
つ
目
は
診
療
報
酬
で
は
な

く
一
般
財
源
で
対
応
す
る
、

三
つ
目
は
適
正
使
用
（
患
者

・
医
師
・
施
設
を
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
で
限
定
）
を
行
う
、

四
つ
目
は
保
険
収
載
し
な

い
、
で
あ
る
が
、
皆
保
険
制

度
の
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

明
さ
が
付
き
ま
と
う
。

　

オ
プ
ジ
ー
ボ
を
例
に
と
れ

ば
、
保
団
連
の
調
査
で
は
、

日
本
の
価
格
は
英
国
の
約
５

倍
、
米
国
の
２
・
５
倍
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
価
格
を
設

定
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の

決
定
過
程
に
は
議
事
録
す
ら

上中稲右衛門氏（右端）の指導のもと、
思い思いの作品をつくり上げた　　　　

適時調査の現状、近年の特徴を
踏まえた留意点が解説された　

指導についての意見書の素案を
出し合い、議論した（８月18日）

感
想
文

参
加
記

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

浜
本　
　

宏
先
生

尼
崎
市　

歯
科

８
月
４
日 

享
年
81
歳

別
府　

真
琴
先
生

中
央
区

内
科
・
消
化
器
科
・
心
療
内
科

９
月
13
日 

享
年
76
歳

高
額
薬
剤

ま
ず
は
薬
価

 
算
定
方
法
に
メ
ス
を

北阪神支部　陶芸体験企北阪神支部　陶芸体験企画

できあがりが

楽しみ

指導に関する意見書
提出に向け議論

保険診療法制研究会

G７神戸保健大臣会合記念企画G７神戸保健大臣会合記念企画 市民公開シンポジウム市民公開シンポジウム

－医学・医療の発展と営利産業化－－医学・医療の発展と営利産業化－
日　時　日　時　10月２日（日）14時～10月２日（日）14時～　　　　会　場　会　場　協会５階会議室協会５階会議室

国民皆保険制度の意義と今後の展望国民皆保険制度の意義と今後の展望

基調講演① 「生
いの ち

命輝かそう兵庫県民－国民皆保険と憲法９
条は世界文化遺産（平和で健康であってこそ）」

 全国自治体病院協議会会長　邉見　公雄先生（写真左）
基調講演② 「科学・技術革命の真っただ中にあって－科学

とビジネスの狭間で」
 先端医療振興財団臨床研究情報センターセンター長
 福島　雅典先生（写真右）

報告「神戸医療産業都市」全国保険医団体連合会副会長　武村　義人先生
シンポジウム　パネリスト：邉見公雄先生、福島雅典先生、武村義人先生
　Ｇ７神戸保健大臣会合に合わせ、神戸市は「各国の担当大臣に、神戸医療産業都市を視
察していただきたい」などとしていますが、同都市では市民の貴重な医療資源である中央
市民病院を、先端医療研究施設のバックアップ病院、臨床研究に参加する患者の提供元病
院として利用しています。日本の医療関係者と国民が育んできた国民皆保険制度の意義と
それに逆行する医療の営利産業化などの問題点を広く知ってもらおうと企画しました。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

　

協
会
病
院
・
有
床
診
療
所
対

策
部
は
９
月
10
日
、
県
農
業
会

館
で
「『
届
出
医
療
等
の
活
用

と
留
意
点
』
学
習
会
」
を
開

催
。
協
会
副
理
事
長
の
吉
岡
巌

先
生
と
、
順
心
淡
路
病
院
院
長

の
松
井
祥
治
先
生
が
講
師
を
務

め
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
な
ど
60
人

が
参
加
し
た
。

　

前
半
は
、
保
団
連
が
今
年
８

月
に
発
行
し
た
『
届
出
医
療
等

の
活
用
と
留
意
点
２
０
１
６
年

度
〜
２
０
１
７
年
度
版
』
を
テ

キ
ス
ト
に
、
松
井
先
生
が
主
に

病
院
に
お
け
る
施
設
基

準
届
出
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
解
説
。
吉
岡
先

生
は
「
入
院
５
対
策
」

な
ど
、
適
時
調
査
（
施

設
基
準
調
査
）
で
よ
く

指
摘
さ
れ
る
事
項
や
、

月
平
均
夜
勤
時
間
数
の

計
算
方
法
、「
重
症

度
、
医
療
・
看
護
必
要

度
」、
在
宅
復
帰
率
の

計
算
方
法
な
ど
、
今
年

度
改
定
の
変
更
点
を
中

心
に
解
説
し
た
。

　

後
半
は
、
兵
庫
協
会
が
独
自

に
作
成
し
た
『
施
設
基
準
等
に

係
る
適
時
調
査
関
連
資
料
』
を

も
と
に
、
県
下
で
行
わ
れ
て
い

る
適
時
調
査
の
現
状
、
当
日
ま

で
に
準
備
を
求
め
ら
れ
る
書
類

の
種
類
、
実
際
の
指
摘
事
項
や

返
還
事
項
な
ど
を
紹
介
。
近
年

の
適
時
調
査
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
留
意
点
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

適
時
調
査
で
返
還
の
対
象
と

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
自

主
点
検
の
上
、
最
大
５
年
間
さ

か
の
ぼ
っ
て
返
金
を
求
め
ら
れ

て
お
り
、
２
０
１
５
年
度
で
は

県
下
13
病
院
で
合
計
４
億
３
５

０
０
万
円
以
上
の
返
還
が
あ
っ

た
。
協
会
は
近
畿
厚
生
局
と
の

懇
談
な
ど
を
通
じ
て
適
時
調
査

の
改
善
要
求
を
続
け
て
お
り
、

同
時
に
個
々
の
適
時
調
査
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
る
。

　

吉
岡
先
生
は
最
後
に
「
適
時

調
査
の
実
施
通
知
が
届
い
た

ら
、
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
」
と
強
調
し
た
。

適
時
調
査
で
の
注
意
事
項

返
還
事
例
な
ど
重
点
的
に
学
ぶ

『
届
出
医
療
等
の
活
用
と
留
意
点

『
届
出
医
療
等
の
活
用
と
留
意
点
』』学
習
会

学
習
会
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６
割
超
が
改
定
に
不
満

６
割
超
が
改
定
に
不
満

②
診
療
報
酬
改
定（
歯
科
）

②
診
療
報
酬
改
定（
歯
科
）

2016年度　 　　
会員意見実態調査

図１　診療報酬改定に対する評価

図３　か強診の届け出をしていない理由（複数回答）

図４　今後、歯科診療報酬のどういう点を改善してほしいですか
（複数回答）（20％以上）　 　　　　　　　　　　

図２　改定前と比べた請求額

　

「
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に

対
す
る
評
価
」
に
つ
い
て
聞
く

と
、「
不
満
」
50
・
０
％
、「
お

お
い
に
不
満
」
11
・
１
％
と
、

あ
わ
せ
て
６
割
超
の
会
員
が
不

満
を
表
明
し
て
い
る
。「
満
足

で
も
不
満
で
も
な
い
」
が
29
・

６
％
あ
り
、「
満
足
」
は
５
・

６
％
に
す
ぎ
ず
、「
お
お
い
に

満
足
」
は
０
％
だ
っ
た
（
図

１
）。

　

「
改
定
前
と
比
べ
た
請
求

額
」
は
、「
変
わ
ら
な
い
」
が

も
っ
と
も
多
く
51
・
９
％
、
次

い
で
「
や
や
マ
イ
ナ
ス
」
29
・

６
％
だ
っ
た
。「
や
や
プ
ラ

ス
」
が
７
・
４
％
、「
か
な
り

プ
ラ
ス
」
と
「
か
な
り
マ
イ
ナ

ス
」
は
そ
れ
ぞ
れ
３
・
７
％
だ

っ
た
（
図
２
）。

　

今
回
の
歯
科
診
療
報
酬
の
改

定
率
は
０
・
61
％
で
若
干
の
プ

ラ
ス
改
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
歯
科
医
療
機
関
で
請
求

額
は
変
わ
ら
な
い
か
減
少
し
て

お
り
、
歯
科
医
療
機
関
の
経
営

改
善
に
資
す
る
改
定
と
は
言
い

が
た
い
も
の
で
あ
る
。

「
か
強
診

届
け
出
た
」
13
％

　

新
設
さ
れ
た
「
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療

所
（
か
強
診
）」
に
つ
い
て

は
、「
届
け
出
た
」
と
回
答
し

た
会
員
は
13
・
０
％
で
「
今
後

届
け
出
る
予
定
」
は
11
・
１
％

だ
っ
た
。
７
割
以
上
が
届
け
出

を
し
て
お
ら
ず
、「
届
け
出
た

い
が
で
き
な
い
」
と
回
答
し
た

の
は
11
・
１
％
だ
っ
た
。

　

「
届
け
出
を
し
て
い
な
い
理

由
（
複
数
回
答
）」
は
、「
歯
周

病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
の

算
定
実
績
が
な
い
」
33
・
３

％
、「
歯
科
訪
問
診
療
１
、
２

の
算
定
実
績
が
な
い
」
31
・
１

％
、「
設
備
投
資
が
困
難
」
22

・
２
％
、「
人
員
基
準
を
満
た

さ
な
い
」
22
・
２
％
、「
患
者

の
窓
口
負
担
が
高
く
な
り
算
定

し
づ
ら
い
」
17
・
８
％
と
、
多

く
の
歯
科
医
療
機
関
に
と
っ
て

「
か
強
診
」
の
施
設
基
準
要
件

の
ハ
ー
ド
ル
が
き
わ
め
て
高
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
３
）。

　

ま
た
、
今
回
の
改
定
で
は
周

術
期
の
患
者
に
対
す
る
医
科
歯

科
連
携
へ
の
評
価
が
拡
大
さ
れ

た
が
、「
が
ん
患
者
等
の
周
術

期
の
口
腔
機
能
管
理
」
に
対
し

て
は
「
取
り
組
み
た
い
が
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」
27
・
８
％
で

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
今

後
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
」

が
25
・
９
％
で
連
携
に
前
向
き

な
回
答
が
半
数
を
超
え
た
が
、

「
取
り
組
む
つ
も
り
は
な
い
」

も
27
・
８
％
あ
っ
た
。「
積
極

的
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
」
は
５
・
６
％
だ
っ
た
。

歯
科
訪
問
診
療

「
実
施
し
て
い
る
」３
割

　

「
歯
科
訪
問
診
療
」
に
つ
い

て
は
、「
実
施
し
て
お
り
続
け

る
予
定
」
が
33
・
３
％
、「
実

施
し
て
い
な
い
し
今
後
も
行
わ

な
い
」
31
・
５
％
、「
要
請
が

あ
れ
ば
検
討
」
29
・
６
％
だ
っ

た
。
前
回
調
査
（
２
０
１
４

年
）
か
ら
大
き
な
変
化
は
な
か

っ
た
。

　

「
要
請
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
」
が
一
定
数
存
在
し
な
が
ら

も
、
実
施
す
る
歯
科
医
療
機
関

が
増
え
な
い
背
景
に
は
、
時
間

要
件
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
診

療
を
め
ぐ
る
診
療
報
酬
の
不
合

理
が
あ
る
。「
歯
科
訪
問
診
療

の
診
療
報
酬
で
改
善
し
て
ほ
し

い
項
目
」
で
は
「
時
間
要
件
の

撤
廃
」
が
72
・
２
％
で
群
を
抜

い
て
多
く
、
次
い
で
「
同
一
建

物
に
お
け
る
複
数
患
者
の
訪
問

診
療
料
２
、
３
の
引
き
上
げ
」

38
・
９
％
、「
歯
援
診
や
在
推

診
な
ど
施
設
基
準
要
件
の
実
態

に
即
し
た
見
直
し
」
27
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
歯

科
訪
問
診
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
高
ま
っ
て
お
り
、
少
な
く
な

い
歯
科
医
師
が
そ
れ
に
応
え
る

構
え
を
も
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
診
療
報
酬
上
の
不
合
理
や

低
す
ぎ
る
評
価
が
足
を
踏
み
と

ど
ま
ら
せ
て
い
る
。
実
態
に
即

し
た
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。切

実
に
望
ま
れ
る

基
礎
的
技
術
料
引
上
げ

　

「
今
回
の
改
定
で
影
響
が
大

き
い
項
目
（
五
つ
ま
で
）」
の

　

「
か
強
診
（
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診

療
所
）」
に
矛
盾
や
不
快
を

感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
で
し

ょ
う
か
。

　

今
回
の
改
定
で
新
設
さ
れ

た
「
か
強
診
」
は
、
幼
少
期

か
ら
長
期
に
わ
た
り
、
管

理
、
予
防
し
、
口
腔
機
能
の

向
上
を
は
か
ろ
う
と
い
う
目

的
か
ら
設
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
す
で
に
ご
存
知
で
し
ょ

う
が
、「
エ
ナ
メ
ル
質
初
期

う
蝕
管
理
加
算
」「
歯
周
病

安
定
期
治
療
Ⅱ
」「
在
宅
患

者
訪
問
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
指
導
管
理
料
」
の
３

項
目
が
新
設
さ
れ
、
施
設
基

準
を
届
け
出
る
と
算
定
で
き

ま
す
。

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
開
業
歯
科
医
は

地
域
歯
科
医
療
に
日
々
貢
献

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
医

協
で
示
さ
れ
た
資
料
で
も
明

ら
か
で
、
20
歳
以
上
で
「
か

か
り
つ
け
歯
科
医
」
を
「
決

め
て
い
る
」
人
の
割
合
は
、

70
％
と
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
の
通
り
、
歯
科
医
院
の
ほ

と
ん
ど
が
地
域
住
民
の
「
か

か
り
つ
け
歯
科
医
」
と
し
て

診
療
し
て
い
ま
す
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

「
か
強
診
」
は
、
歯
科
訪
問

診
療
の
実
績
や
口
腔
外
バ
キ

ュ
ー
ム
の
設
置
な
ど
の
施
設

基
準
を
満
た
し
、
届
け
出
が

可
能
な
歯
科
医
院
の
み
、
同

じ
治
療
行
為
を
行
っ
て
も
、

新
設
し
た
３
項
目
に
よ
り
算

定
で
き
る
点
数
で
差
を
つ

け
、
歯
科
医
院
間
で
差
別
化

や
格
差
拡
大
を
助
長
し
て
お

り
ま
す
。「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
」
の
強
化
に
な
ら
ず
、

本
末
転
倒
の
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

そ
の
上
、「
か
強
診
」
届

け
出
医
療
機
関
で
な
い
場
合

で
も
行
え
る
治
療
内
容
に
、

一
物
二
価
を
持
ち
込
む
こ
と

で
、
患
者
へ
の
説
明
も
困
難

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

「
か
強
診
」
を
算
定
す
る

と
、
患
者
さ
ん
の
窓
口
負
担

金
が
大
き
く
上
が
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、

こ
の
施
設
基
準
の
要
件
に

は
、
か
な
り
の
設
備
投
資
が

必
要
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

３
月
の
診
療
報
酬
改
定
の

研
究
会
会
場
で
は
、
異
口
同

音
に
、
ご
年
配
の
先
生
方
か

ら
「
昔
は
こ
ん
な
改
定
や
な

か
っ
た
。
皆
同
じ
条
件
で
平

等
の
改
定
や
っ
た
」
と
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
不
合

理
な
格
差
付
け
を
助
長
す
る

よ
う
な
改
定
を
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
医
療
の
提
供
側

も
受
け
る
側
も
、
基
本
理
念

と
し
て
平
等
な
医
療
制
度
で

あ
る
べ
き
と
願
い
ま
す
。

設
問
で
は
、
上
位
か
ら
「
レ
ジ

ン
前
装
金
属
冠
が
ブ
リ
ッ
ジ
支

台
歯
に
限
り
第
一
小
臼
歯
ま
で

拡
大
」
53
・
７
％
、「
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科

診
療
所
の
施
設
基
準
の
新
設
」

33
・
３
％
、「
補
綴
時
診
断
料

の
算
定
要
件
変
更
」
27
・
８

％
、「
歯
科
疾
患
管
理
料
の
文

書
提
供
要
件
の
削
除
に
よ
る
点

数
引
き
下
げ
と
文
書
提
供
加
算

の
新
設
」
25
・
９
％
、「
平
行

測
定
の
廃
止
と
ブ
リ
ッ
ジ
支
台

歯
形
成
加
算
の
新
設
」
24
・
１

％
な
ど
だ
っ
た
。

　

「
今
後
、
歯
科
診
療
報
酬
の

ど
う
い
う
点
を
改
善
し
て
ほ
し

い
で
す
か
（
複
数
回
答
）」
で

は
上
位
か
ら
、「
初
診
料
・
再

診
料
の
点
数
引
き
上
げ
」
64
・

８
％
、「
基
礎
的
技
術
料
の
引

き
上
げ
（
歯
周
治
療
、
根
管
治

療
、
有
床
義
歯
な
ど
）」
63
・

０
％
、「
有
床
義
歯
に
お
け
る

調
整
料
の
評
価
復
活
」
63
・
０

％
、「
包
括
さ
れ
た
技
術
料
の

復
活
」
40
・
７
％
、「
金
パ
ラ

材
料
価
格
設
定
の
見
直
し
」
38

・
９
％
、「『
か
か
り
つ
け
歯
科

医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
』

の
施
設
基
準
要
件
の
大
幅
緩

和
」
31
・
５
％
と
な
っ
た
（
図

４
）。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

多
く
の
歯
科
医
療
機
関
に
と
っ

て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
初
・
再
診
料
、
基
礎
的
技

術
料
の
引
き
上
げ
が
切
実
に
望

ま
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
一
層

の
受
診
抑
制
を
招
く
政
府
の
患

者
負
担
増
計
画
に
反
対
し
、
お

金
の
心
配
な
く
受
診
で
き
る
よ

う
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

２
０
１
６
年
度
会
員
意
見
実

態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
今

号
は
歯
科
の
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
詳
報
す
る
。

員員 稿稿
会 投

姫
路
市
・
歯
科　
　

小
松　

盛
樹

医
院
に
も
患
者
に
も

不
平
等
な
「
か
強
診
」

おおいに不満
11.1％

不満
50.0％

満足でも
不満でもない
29.6％

おおいに満足
0.0％
満足
5.6％

その他・無回答
3.7％

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％

歯周病安定期治療（SPT）の
算定実績がないため

歯科訪問診療１、２の
算定実績がないため

設備投資が困難なため

人員基準を満たさないため

患者の窓口負担が高くなり
算定しづらいため

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

初診料・再診料の点数引き上げ

基礎的技術料の引き上げ
（歯周治療、根管治療、有床義歯など）

有床義歯における調整料の評価復活

包括された技術料の復活（ラバーダム、
歯肉息肉除去、補強線、スタディモデル等）

「かかりつけ歯科医機能強化型歯科
診療所」の施設基準要件の大幅緩和

セメント料・人工歯料など
材料料の引き上げ

クラウン・ブリッジ維持管理料
など成功報酬の廃止

歯科訪問診療料などの時間要件の廃止

金パラ材料価格設定の見直し

かなりマイナス
3.7％

ややマイナス
29.6％

変わらない
51.9％

ややプラス
7.4％

かなりプラス
3.7％

その他・無回答
3.7％
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(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

２０１６年(平成２８年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１８２５号 （６）

日　時　10月16日（日）13時45分～16時30分
会　場　明石市・子午線ホール
映　画　「いしゃ先生」上映会
講演会　本当の医療崩壊はこれからやって来る
講　師　前済生会栗橋病院院長補佐
 　本田　宏先生
※終了後、懇親会（無料）

■明石支部■総会・映画上映会＆講演会
日　時　11月12日（土）18時～
会　場　西宮市立勤労会館大ホール
テーマ　 私が見た日本、伝えたいチベ

ットのこと
講　師　チベット人声楽家　
 バイマーヤンジン氏

■西宮・芦屋支部■市民公開講演会

歯科保険請求
82

　９月１日付で出された疑義解釈（その
６）の主なものを、前号に続き、抜粋・
簡略化して紹介します。

〈歯科治療総合医療管理料（医
管）、在宅患者歯科治療総合医
療管理料（在歯管）〉
Ｑ１　訪問口腔リハ、SPT（Ⅰ）または
（Ⅱ）を算定している患者で、医管
（Ⅰ）または医管（Ⅱ）もしくは在歯管
（Ⅰ）または（Ⅱ）の対象となる処置等
を実施した場合に、訪問口腔リハ、SPT
（Ⅰ）または（Ⅱ）で包括され個別の算
定ができない処置を行った日に、医管
（Ⅰ）等の要件に該当する総合的医療管
理を行った場合には、これらの管理料を
算定して良いか。
Ａ１　良いです。その場合は、レセプト
明細書の摘要欄に実際に行った処置の項
目を記載してください（例：スケーリン
グ）。

〈歯周病検査〉
Ｑ２　混合歯列期の患者でP混検以外の
歯周病検査を行う際に、永久歯が先天的
に欠損している場合は、当該部位に残存
している乳歯を歯周病検査の歯数に含め
て良いか。
Ａ２　良いです。その旨をレセプト「摘
要」欄に記載してください。

〈歯周疾患処置〉
Ｑ３　糖尿病を有する患者で、歯周ポケ
ットが４mm以上の歯周病を有するもの
に対して、歯周基本治療と並行して計画
的に１月間特定薬剤の注入を行った後に
症状の改善が認められない場合は、さら
に継続して特定薬剤を注入することがで
きるか。
Ａ３　歯科医学的に必要がある場合は、
さらに１月間程度継続して薬剤注入でき
ます。
　ただし、最初に１月間特定薬剤を注入
した後、改善の傾向が認められない場合
においては、診療情報提供のあった医科
の保険医療機関に照会する等、糖尿病の
コントロール状態についても確認するこ
とが望ましいです。

〈舌接触補助床〉
Ｑ４　床副子の「摂食機能の改善を目的
とするもの（舌接触補助床）」は、同一
初診期間内に摂食機能療法を実施してい
ない患者に対しても算定できると考えて
よいか。
Ａ４　良いです。なお、医科の保険医療
機関で摂食機能療法を行っている患者に
ついて、医科の医療機関名の診療報酬明
細書の摘要欄への記載は不要となりまし
た。

〈床副子調整・修理〉
Ｑ５　床副子調整・修理の算定は、床副
子の装着と同一初診期間内に調整・修理
を行った場合に限られるのか。
Ａ５　咬合挙上副子または術後即時顎補
綴装置は、同一初診期間内に当該装置の
装着を行っていない場合または別の保険
医療機関で製作し装着している場合につ

いても、算定して良いです。また、別の
保険医療機関で製作した舌接触補助床を
修理した場合も、床副子修理を算定して
良いです。

〈歯周外科手術〉
Ｑ６　歯周外科手術の「歯肉歯槽粘膜形
成手術」に含まれる「歯肉弁側方移動
術」および「遊離歯肉移植術」を歯周疾
患以外の治療として行う場合の取り扱い
は従前どおりであるが、「口腔前庭拡張
術」についても同様の取り扱いと考えて
良いか。
Ａ６　良いです。

〈補綴時診断料〉
Ｑ７　床裏装を行い、補診を算定した日
から３月以内に、当該義歯の増歯により
有床義歯修理を行った場合に補診を算定
できるか。
Ａ７　算定できます。

〈補管の事前承認〉
Ｑ８　補管期間中に、外傷、腫瘍等（歯
周疾患が原因である場合を除く）により
やむを得ず当該「歯冠補綴物又はブリッ
ジ」の支台歯または隣在歯を分割抜歯し
た場合についても事前承認の対象となる
のか。
Ａ８　分割抜歯により、当該補綴部位に
係る新たなブリッジを装着する場合の費
用については、当該維持管理料に含ま
れ、事前承認の対象となりません。

〈支台築造〉
Ｑ９　歯根分割した下顎大臼歯に対し
て、ファイバーポストを用いて支台築造
する場合に、ファイバーポストの使用本
数はどのようになるのか。
Ａ９　当該歯を単位として考え、近心根
と遠心根をあわせて２本までの算定とな
ります。なお、金属歯冠修復の考え方に
ついては従前どおりです。

〈外来環、か強診の施設基準　
 ：口腔外バキュームについて〉
Ｑ10　固定式の歯科用吸引装置のみを設
置する場合は、すべての歯科ユニットの
台数と同数の歯科用吸引装置を設置して
いることが必要か。
Ａ10　歯科診療所の規模および診療内容
に応じて、歯科用吸引装置の使用が必要
な治療を行う患者に対しては歯科用吸引
装置が設置されている歯科ユニットが使
用できるような体制が確保されている場
合においては、必ずしもすべての歯科ユ
ニットに固定式の歯科用吸引装置が設置
されている必要はありません。

〈SPTの摘要欄記載〉
Ｑ11　SPTを実施した場合は初回実施年
月（初回の場合は１回目）を摘要欄に記
載することになっているが、2016年３月
31日以前にSPT（Ⅰ）を実施していた患
者が４月１日以降にSPT（Ⅱ）に移行す
る場合は、４月以降に初めてSPT（Ⅱ）
を実施した日を初回として記載すると考
えてよいか。
Ａ11　その通りです。

Ｑ１　どのような場合に算定するのか。
Ａ１　入院中の患者について、退院後の
在宅療養を担う医療機関の保険医または
当該保険医の指示を受けた当該保険医療
機関の看護師もしくは准看護師が、患者
が入院している医療機関に赴き、患者の
同意を得て、退院後の在宅での療養上必
要な説明と指導を、入院医療機関の保険
医、看護師または准看護師と共同して行
った上で、文書により情報提供した場合
に、入院中に１回（末期の悪性腫瘍等、
別に定める疾病の患者については２回）
に限り、在宅療養を担う医療機関で指導
料１（在宅療養支援診療所は1500点、そ
れ以外は900点）を、入院医療機関で指
導料２（400点）を算定します。
　なお、指導料２については、当該患者
の退院後の在宅療養を医療機関の保険医
の指示を受けた訪問看護ステーションの
看護師と共同して行った場合も算定でき
ます。
Ｑ２　患者本人ではなく、家族等退院後
に患者の看護を担当する者に対して指導
した場合でも算定できるのか。
Ａ２　算定できます。その場合、指導内
容等の要点を診療録に記載し、患者また

はその家族等に提供した文書の写しを診
療録に添付します。
Ｑ３　入院している医療機関と患者を紹
介した医療機関または退院後の在宅療養
を担う医療機関の保険医の指示を受けた
訪問看護ステーションとが特別の関係に
ある場合でも、算定できるのか。
Ａ３　算定できません。
Ｑ４　退院後に、在宅ではなく他の医療
機関や社会福祉施設、介護老人保健施
設、介護老人福祉施設に入院もしくは入
所する患者や、死亡退院した患者は対象
となるのか。
Ａ４　いずれも算定対象とはなりませ
ん。
Ｑ５　退院後の在宅療養を担う医療機関
は、共同指導の際に初診料、再診料、往
診料、訪問診療料は算定できるか。
Ａ５　いずれも算定できません。
Ｑ６　退院後の在宅療養を担う医療機関
の准看護師が入院中の医療機関の准看護
師と共同した場合でも算定できるか。
Ａ６　算定できます。ただし、それぞれ
の保険医療機関の医師または看護師の指
示を受けて行う必要があります。

医科保険請求
〈退院時共同指導料１、２〉

10
月
１
日
か
ら
歯
科
用
貴
金
属
材
料

価
格
が
一
部
改
定
さ
れ
引
き
下
げ
に

歯科点数早見表歯科点数早見表
（2016年10月版）（2016年10月版）

月刊保団連10月号に同封してお
届けします。ご活用ください。
お問い合わせは、☎078－393－
1809 歯科部会まで
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上
野
公
園
に
入
る
と
す
ぐ

右
手
に
国
立
西
洋
美
術
館
が

あ
り
、
そ
こ
の
前
庭
に
は
目

立
た
な
い
が
休
息
所
が
あ

る
。
樹
々
の
間
に
ロ
ダ
ン
の

彫
刻
数
点
（「
考
え
る
人
」、

「
地
獄
の
門
」
や
「
カ
レ
ー

市
民
」
な
ど
）
が
飾
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
建
物
は
１
９
５

　

太
平
洋
戦
争
中
、
野
球
は

「
敵
国
の
競
技
」
と
し
て
弾
圧

を
受
け
、
中
等
野
球
も
大
学
野

球
も
中
止
さ
れ
、
野
球
フ
ァ
ン

に
は
失
望
の
連
続
で
あ
っ
た
。

野
球
弾
圧
時
代
に
プ
ロ
野
球
は

辛
う
じ
て
残
っ
た
が
「
背
番
号

な
し
、
戦
闘
帽
の
野
球
」
で
、

こ
れ
は
弾
圧
を
浮
き
彫
り
に
し

た
象
徴
で
あ
っ
た
。

　

球
団
の
名
前
も
日
本
語
で
、

国
防
色
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
漢
字

で
書
か
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
は
巨
人
軍
、
タ
イ
ガ
ー
ス

は
猛
虎
軍
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
朝

日
軍
、
イ
ー
グ
ル
ス
は
黒
鷲
軍

な
ど
で
、
選
手
も
試
合
日
以
外

は
工
場
動
員
で
働
い
て
お
ら

れ
、
生
産
に
励
ま
れ
て
い
た
。

　

招
集
に
よ
り
多
く
の
名
選
手

が
戦
場
に
散
っ
た
。
筆
者
は
特

攻
隊
出
撃
の
前
の
行
動
、
手

記
、
フ
ァ
ン
の
日
記
、
手
紙
な

ど
未
公
開
資
料
を
丹
念
に
集
め

ら
れ
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。
筆

者
の
取
材
の
能
力
、
努
力
は
並

　

今
回
は
私
の
開
業
し
て
い
る

地
元
、
明
石
は
魚
の
棚
の
老
舗

「
よ
し
川
」
の
明
石
名
物
、
明

石
焼
（
当
地
で
は
玉
子
焼
）
で

す
。

　

店
長
の
今
村
氏
は
私
の
医
院

の
患
者
で
も
あ
り
ま
す
が
、
現

在
２
代
目
で
、
60
年
間
当
地
で

営
業
し
て
い
ま
す
。
魚
の
棚
で

最
も
古
い
「
明
石
焼
屋
」
と
の

由
。

　

大
阪
に
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
代

表
し
て
「
蛸
焼
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
文
献
に
よ
る

と
明
石
焼
の
方
が
古
い
ら
し

い
。
一
説
に
よ
る
と
江
戸
時
代

か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

　

大
阪
南
河
内
、
泉
州
で
は
ラ

ヂ
オ
焼
、
チ
ョ
ボ
焼
と
し
て
ス

ジ
肉
や
蒟
蒻
（
こ
ん
に
ゃ
く
）

を
入
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

大
阪
の
ラ
ヂ
オ
焼
に
蛸
を
入
れ

た
の
は
明
石
焼
の
影
響
ら
し
い

と
い
う
こ
と
。

　

昔
、
明
石
で
工
芸
品
の
接
着

剤
と
し
て
鶏
卵
の
白
味
を
使
っ

た
残
り
に
、
黄
味
が
大
量
に
余

っ
て
、
今
の
玉
子
焼
（
明
石

焼
）
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
が
、
料
理
の
レ
シ
ピ

（
処
方
）
に
は
「
特
許
」
が
な

い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
医
者
世
界

の
学
術
論
文
（Archives

）
の

よ
う
に
文
献
と
し
て
残
ら
な
い

た
め
判
然
と
し
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
当
店
の
明

石
焼
は
元
祖
で
、
天
然
明
石
蛸

を
具
に
使
い
（
冷
凍
は
使
わ
な

い
）、
秘
伝
の
煮
出
し
汁
に
漬

け
て
食
べ
る
明
石
名
物
で
す
。

　

他
に
蛸
飯
、
す
じ
焼
も
あ
り

ま
す
。

 

【
明
石
市　

永
本　
　

浩
】

れ
試
合
の
、
球
団
と
フ
ァ
ン
と

の
会
話
な
ど
が
、
戦
時
下
に
苦

悩
す
る
野
球
界
の
関
係
者
の
方

々
の
実
相
を
語
っ
て
余
す
と
こ

ろ
が
な
い
。

　

戦
時
中
は
野
球
の
情
報
は
な

く
、
読
売
新
聞
の
み
が
前
日
の

勝
敗
記
録
を
記
載
し
て
い
た
。

他
の
新
聞
は
無
視
で
あ
っ
た
。

　

多
く
の
野
球
人
の
悲
劇
が
、

今
日
自
由
に
野
球
を
楽
し
め
る

幸
せ
を
無
言
の
う
ち
に
教
え
て

い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
文
章
も

流
麗
で
あ
る
が
、
筆
者
の
正
確

な
情
報
を
詳
細
に
と
い
う
、
取

材
努
力
の
執
念
に
は
い
つ
も
敬

服
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
に
と
っ
て

は
必
読
の
書
で
あ
る
。

 

【
灘
区　

岡
本　

好
司
】

外
れ
て
い
る
。
よ
く

も
そ
こ
ま
で
と
感
じ

さ
せ
る
執
念
と
、
真

実
を
伝
え
た
い
真
心

が
感
じ
ら
れ
て
、
い

つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。

９
年
に
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

の
設
計
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
フ
ラ
ン
ス
に
没
集
さ
れ

た
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
返

還
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て

設
計
・
建
築
さ
れ
た
。

　

当
時
の
日
本
で
は
、
超
モ

ダ
ン
な
西
洋
建
築
で
あ
っ

た
。
か
ざ
ら
れ
た
「
考
え
る

人
」
は
有
名
に
な
っ
た
。

　

今
年
の
６
月
ま
で
「
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
」
展
が
開
催
さ

れ
て
い
た
。
暗
黒
の
巨
匠
と

さ
れ
る
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ

は
、
べ
ル
ガ
モ
近
郊
の
村
・

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
で
少
年
時

代
を
過
ご
し
た
。
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
・
メ
リ
ー
ジ
と
呼
ば

れ
、
13
歳
頃
よ
り
ミ
ラ
ノ
の

工
房
で
腕
を
磨
い
た
。
そ
の

後
、
ロ
ー
マ
に
移
っ
た
頃
の

絵
に
「
バ
ッ
カ
ス
」（
１
５

９
７
年
〜
98
年
頃
）
が
あ

る
。

　

左
手
に
赤
ワ
イ
ン
の
入
っ

た
グ
ラ
ス
を
握
り
、
右
手
に

ブ
ド
ウ
の
つ
い
た
枝
を
持
っ

て
い
る
。
ブ
ド
ウ
の
葉
で
編

ん
だ
冠
を
の
せ
て
い
る
。
頬

っ
ぺ
た
と
ぽ
っ
ち
ゃ
り
し
た

手
は
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
る

が
、
右
上
半
身
は
成
人
男
性

を
思
わ
せ
る
。
彼
の
前
に
は

腐
り
か
け
た
果
物
が
盛
ら
れ

て
い
る
。
画
家
自
身
の
自
画

像
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
み
始
め
た
少
年
期

の
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び

つ
く
。

　

大
人
の
世
界
に
興
味
を
抱

き
始
め
た
思
春
期
の
男
性
像

と
し
て
暗
示
的
で
寓
話
的
で

あ
る
。「
病
め
る
バ
ッ
カ

ス
」（
１
５
９
３
年
頃
）
や

「
ト
カ
ゲ
に
か
ま
れ
た
少

年
」（
１
５
９
５
年
頃
）
も

同
じ
時
期
の
作
品
と
さ
れ

る
。
次
第
に
ア
ル
コ
ー
ル
に

の
め
り
込
み
乱
脈
な
私
生
活

に
入
り
、
１
６
０
６
年
に
賭

博
が
ら
み
の
争
い
か
ら
殺
人

を
犯
し
て
ロ
ー
マ
か
ら
ナ
ポ

リ
、
マ
ル
タ
島
を
転
々
と
し

て
ロ
ー
マ
北
方
海
岸
ポ
ル
ト

・
エ
ル
コ
レ
で
病
死
し
た
。

38
歳
で
あ
っ
た
。

　

円
熟
期
の
絵
に
は
、
光
と

闇
に
浮
か
び
上
が
る
人
物
画

や
キ
リ
ス
ト
の
埋
葬
図
、
聖

ペ
テ
ロ
の
磔
刑
図
な
ど
が
あ

り
、
後
々
の
画
家
た
ち
の
手

本
と
な
っ
た
。 

（
つ
づ
く
）

　

２
０
１
４
年
に
公
開
さ

れ
、
斬
新
で
痛
快
な
展
開

で
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
作
品
の

続
編
『
超
高
速
！
参
勤
交
代

〜
リ
タ
ー
ン
ズ
』
を
ご
案
内

し
ま
す
。
前
作
は
、
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
脚
本
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

前
作
は
、
江
戸
幕
府
か
ら

無
理
難
題
を
突
き
付
け
ら
れ

た
弱
小
貧
乏
藩
が
、
工
夫
と

知
恵
と
奇
想
天
外
な
作
戦

で
、
幕
府
に
立
ち
向
か
う
姿

が
全
国
に
旋
風
を
生
み
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
、
ふ
た
た

び
全
国
に
新
風
を
巻
き
起
こ

し
ま
す
。

　

幕
府
は
１
０
０
０
人
、
弱

小
貧
乏
藩
は
７
人
。
幕
府
は

ま
た
し
て
も
弱
小
貧
乏
藩

に
、
新
た
な
企
て
を
し
ま

す
。
江
戸
へ
の
参
勤
を
果
た

し
た
藩
主
・
内
藤
政
醇
の

一
行
。
と
こ
ろ
が
地
元
で

一
揆
が
勃
発
し
ま
す
。
藩

主
一
行
は
、
通
常
の
参
勤

の
倍
の
速
さ
で
国
元
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

藩
主
・
内
藤
政
醇
を
演

じ
る
の
は
佐
々
木
蔵
之

介
、
旅
先
案
内
人
に
伊
原
剛

志
、
知
恵
者
の
家
老
に
西
村

雅
彦
な
ど
、
豪
華
キ
ャ
ス
ト

陣
で
す
。

　

そ
も
そ
も
参
勤
交
代
の
制

度
は
、
各
藩
に
、
徳
川
幕
府

に
忠
誠
を
誓
わ
せ
、
反
旗
を

翻
す
力
を
蓄
え
さ
せ
な
い
こ

と
が
目
的
で
す
。
藩
主
に
地

方
自
治
権
を
与
え
つ
つ
、
幕

府
が
実
権
を
掌
握
す
る
制
度

に
、
現
代
を
重
ね
て
鑑
賞
す

る
と
、
今
の
安
倍
政
権
の
暴

走
が
重
な
り
ま
す
。

　

藩
主
一
行
が
自
分
の
藩
に

戻
る
時
に
は
、
幕
府
の
刺
客

に
襲
わ
れ
た
り
、
川
で
溺
れ

そ
う
に
な
っ
た
り
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
克
服
し
て
地
元
に

戻
り
ま
す
が
、
す
で
に
城
は

乗
っ
取
ら
れ
た
後
で
す
。
城

を
奪
い
返
す
作
戦
に
は
、
幕

府
に
対
す
る
根
深
い
皮
肉
や

抵
抗
を
感
じ
ま
す
。

　

歴
史
を
検
証
す
る
中
で
、

現
代
の
立
憲
主
義
、
民
主
主

義
、
国
民
主
権
、
平
和
主
義

を
問
い
か
け
る
と
、
現
代
の

政
府
政
策
に
似
通
っ
た
部
分

を
強
く
感
じ
ま
す
。
痛
快
歴

史
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の

本
作
品
。
笑
い
あ
り
、
涙
あ

り
、
あ
っ
と
驚
く
結
末
あ

り
。
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

　

幕
府
の
政
策
と
安
倍
政
権

の
共
通
点
は
何
な
の
か
を
、

問
い
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

奇
想
天
外
な
本
作
品
を
、
大

ス
ク
リ
ー
ン
で
、
時
間
を
忘

れ
て
鑑
賞
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、

安
倍
総
理
の
首
を
傾
げ
る
政

策
が
、
国
民
の
ス
ト
レ
ス
に

な
っ
て
い
る
現
状
が
浮
き
彫

り
に
な
る
は
ず
で
す
。

（
全
国
映
画
館
で
上
映
中
）

【
赤
穂
郡

 

　

白
岩
歯
科
医
院
】

国
立
西
洋
美
術
館
と
画
家

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
光
と
闇
㊤

ミケランジェロ・メリージ・ダ
・カラヴァッジョ「バッカス」
ウフィツィ美術館、1597年～98
年頃、カラヴァッジョ展カタロ
グ（2016年）より

ベースボール・マ
ガジン社、2016年
８月、2300円＋税

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郞

芸 術芸 術

紹 介紹 介
ArtArt
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イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
芸
術
家
た
ち 
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国道２号線

☜魚の棚通り

よし川

薬局
但馬銀行

明
淡
商
店
街

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

JR明石駅

「よし川」
住所　明石市本町１丁目２－１６
電話／FAX　078－911－8311
営業　10：00～18：00（平日）
　　　10：00～19：00（土・日・祝日）
休み　毎週木曜日（８月と年末は無休）
テーブル席・カウンター席（30名）
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超
高
速
！
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製
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委
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超
高
速
！
参
勤
交
代

リ
タ
ー
ン
ズ　
　
　

映
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寛
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『
背
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号
な
し
戦
闘
帽
の
野
球

 

戦
時
下
の
日
本
野
球
史　

１
９
３
６
―
１
９
４
６
』

今
蘇
る
戦
時
下
の
野
球

　

昭
和
20
年
（
１
９

４
５
年
）
正
月
に
行

わ
れ
た
臨
時
編
成
の

２
球
団
に
よ
る
８
連

戦
の
際
の
選
手
の
会

話
、
大
阪
大
空
襲
で

中
止
さ
れ
た
３
月
14

日
の
非
公
開
の
お
別

永 本 浩永 本 浩

⑤

のの
天
然
明
石
蛸
を
使
っ
た
元
祖
明
石
焼

店
長
の
今
村
氏
（
左
）
と
筆
者
（
右
）
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忽那　賢志先生講演
国立国際医療研究センター　　　
　国際感染症センター／国際診療部

蚊が媒介する感染症
～特にジカ熱について

ジカウイルス感染症とは
　2014年にデング熱の国内流行、チクン
グニア熱の中南米でのアウトブレイクを
経て、蚊媒介性感染症が社会的な問題と
なっている。2015年から現在に至るジカ
ウイルス感染症は、まさに世界の脅威と
言える。
　ジカウイルス感染症とは、フラビウイ
ルス科フラビウイルス属のジカウイルス
によって起こる蚊媒介性感染症である。
ジカウイルス感染症を媒介する蚊は主に
ネッタイシマカ（Aedes aegypti）とヒ
トスジシマカ（Aedes albopictus）であ
る１）。日本にはネッタイシマカは生息し
ていないが、ヒトスジシマカは青森県～
北海道を除いた日本全土に分布してい
る。このため、日本国内でも輸入例を発
端とした流行が起こりうる。また性交渉
によって男性から女性、男性から男性に
感染したと思われる症例も報告されてい
る。当初、性交渉による感染例は全体の
ごく一部であると考えられていたが、決
してまれではないようである。回復から
２カ月経過した患者の精液からもジカウ
イルスが検出されたという報告もあり、
現時点ではいつまでジカウイルスが精液
中に残存するのか不明である。
　ジカウイルス感染症は近年、急速に流
行地域を拡大しており、2015年から現在
にかけて中南米で400万人規模と言われ
る大流行を起こしている。中南米以外に
もオセアニアやベトナム、タイ、シンガ
ポールなどの東南アジアでも症例が報告
されている。日本では2016年８月時点で
10例の輸入例が報告されている。

ジカウイルス感染症の症状
　ジカウイルスに感染した場合、約80％
が不顕性感染であると考えられている。
ジカウイルスに感染した者のうち、約
20%の患者が２～７日の潜伏期間を経て

の小頭症新生児の出生は２人であるのに
対し、ジカウイルス感染症に感染した妊
婦が小頭症の新生児を出生する頻度は１
万人当たり95人と算出された５）。

流行地域では防蚊対策の徹底を
　現在のところ、ジカウイルス感染症に
対する特異的な治療はない。それぞれの
症状に対し対症療法を行う。デング熱と
の鑑別ができていない時点ではNSAIDs
の使用は避けた方が良い。また、ジカウ
イルス感染症に対するワクチンもないた
め、ジカウイルス感染症の流行地域では
防蚊対策を徹底することが重要である。
（７月23日特別研究会より、小見出しは
編集部）
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年のアウトブレイクで３万人以上がジカ
ウイルス感染症に感染したと推計される
が、42人のジカウイルス感染症感染後の
GBS症例が報告されている。

確定診断の方法
　ジカウイルス感染症の確定診断はPCR
法によるジカウイルス遺伝子の検出、ま
たはペア血清によるIgM抗体あるいは中
和抗体の陽転化または抗体価の有意の上
昇を確認することによる。
　発症早期であれば血清からのPCR法に
よる遺伝子の検出が可能であるが、ジカ
ウイルス感染症の発熱期間はデング熱に
比べて短く、血清から遺伝子が検出され
る期間も短いと考えられている。血清か
ら遺伝子が消失した後も尿や精液からは
より長期間遺伝子が検出されるため、急
性期を過ぎた症例では血液検体と同時に
尿検体も採取することが望ましい４）。抗
体検査は急性期と回復期のペア血清で４
倍以上の上昇を確認する。２～３週間隔
での採取が望ましい。
　妊婦がジカウイルス感染症に感染する
と胎児の小頭症発症のリスクが高くなる
ことが関連付けられており、フランス領
ポリネシアでの流行における解析では、
非流行時には１万人の新生児出生当たり

表１　ジカウイルス感染症の臨床症状２）

より引用 　　　　　　　　
図１　ジカウイルス感染症による皮疹

図２　ジカウイルス感染症による
眼球結膜充血　　　

臨床症状

皮疹 98%

発熱 67%

発熱出現から皮疹出現までの日数 １日（中央値０－２日）

関節痛 58%

掻痒感 56%

頭痛 67%

筋肉痛 49%

後眼窩痛 40%

眼球結膜充血 39%

関節腫脹 23%

症状を呈する。ジカウイルス感染
症の臨床症状として頻度が高いの
は、微熱を含む発熱、関節痛、皮
疹（紅斑・紅丘疹）（図１）、眼球
結膜充血（図２）である。これ以
外にも頭痛、筋肉痛、後眼窩痛な
どの症状がみられることもある。
ジカウイルス感染症の臨床症状を
表１に示す２）。
　まれにジカウイルス感染症罹患
後にギラン・ バレー症候群
（GBS）を発症することがある３）

ことが知られている。フランス領
ポリネシアでは、2013年から2014

　

■ 毎年高配当を維持

■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者も1000万円のセット加入
■ 加入者数5000人超
■ 医師による診査はありません
■ ライフプランに合わせて
　いつでも増額･減額できます
■ 最長75歳まで保障

次回受付はお問い合わせください

協会から新しい積立年金が
誕生しました！

１. 割安掛金が満期まで上がりません
２. 最長75歳まで、730日の充実保障
３. 掛け捨てではありません
４. 弔慰・高度障害給付あり
５. 自宅療養、代診をおいても給付
６. うつ病等の精神疾患、認知症も給付
７.  妊娠･出産に起因する併発病、
帝王切開も給付

８.  所得補償保険や医療保険、公的保険
制度の給付に関係なくお支払い

病気やケガの休業に備えて、
高い保険料を払っていませんか？

先生のご家族、スタッフも
ご加入いただけます。

年金保険なのに自在性が魅力！

積立金総額１兆２千億円
中長期の資産運用にお勧めします

医事紛争の備えは
必須です

ん

す

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

格安保険料と高配当が魅力

過去7年平均46％配当

　会員医療機関で業務に従事され
　　　ている奥様方、個人年金保
　　　　険料控除をとっていない会
　　　　員の皆さま、医院スタッフ
　　　もご加入いただけます

● 急な出費にも１口単位で解約可能
● 払込が困難な時に掛金中断、
　余裕ができた時に掛金再開
● 事前に満期日の指定は不要（最長80歳まで）
● 受取方法は受給時に選択
　（10年15年定額、15年20年逓増型、または一括受取)
● 万一の時はご遺族に全額給付

予定利率1.259％
※ 2015年度は上乗せ配当と合わせて
配当率は1.469％となりました

● 「月払｣は 毎月5,000円～ 300万円
● 「一時払｣は毎回10万円～１億円まで
制度タイプは２種類
　① 節税できる個人年金型
　② 自在性の一般型

医師賠償責任保険医師賠償責任保険所得補償保険所得補償保険

保険医年金保険医年金 グループ保険グループ保険休業保障制度休業保障制度 ＤｅｆＬ ＤｅｆＬ デフエルデフエル
積立年金


